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地域研究センター長あいさつ 

地域研究センター長 竹野 茂 

宮崎公立大学地域研究センター年報第 13号の発行にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

地域の皆様におかれましては、日頃から宮崎公立大学の地域貢献活動にご理解、ご協力をいただき、

誠にありがとうございます。 

 2020年度は2019年度の終わりから続く新型コロナ感染症拡大による多大な影響を受け、大学授

業のほとんどを遠隔授業で行わなければならない中、地域貢献活動も多大な支障をきたしました。

特に、2020年度前半は、大学の遠隔授業体制の構築に時間を費やし、不透明なコロナ禍の状況に

よって、地域貢献事業が延期または中止に追い込まれ、活動できないという事態になってしまいま

した。2020年度の定期公開講座も次年度に持ち越し延期となってしまいました。しかしながら、

徐々に大学自体のオンラインによる遠隔授業が軌道に乗るに連れて、大学教員のオンライン授業技

術の向上をもたらし、オンラインによる地域貢献活動（特に講座事業）への道が開け、後半の半年

で2019年度１年間の実績に迫る回復を見せることができました。「人間万事塞翁の馬」という中国

の格言がありますが、まさに対面では行えない講演・講座が遠隔（オンライン）で開催できる機会

を広げてくれたと言えなくもありません。 

コロナ禍ではありましたが、2020年度も様々な地域貢献活動に取り組んでまいりました。期間は

後半10月以降に集中して開催されております。当初予定していた「定期公開講座」は、次年度への

繰越延期を決定せざるを得ませんでしたが、講座の火を消してはならぬと、「オンライン公開講座」

と称して①コロナ禍 〜人間関係への脅威を乗り越える〜（川瀬隆千教授）、②グローバル経済と脅

威との両立をどのように図るか？米中経済デカップリングと、その日本経済に与える影響（稲田光

朗准教授）③コロナ禍と日本政治（下村太一准教授）の 3回シリーズの講座が2021年1月から2月

にかけて開催されました。3回合計でのべ56名の参加者がありました。 

英語上級・英語中級・韓国語初級・中国語初級の語学講座もオンラインで行われ、それぞれ延べ

48名、124名、58名、77名の参加があり、好評でした。急遽オンライン講座という広報に大阪など

県外からの参加者が見られるという珍しい現象を生みました。教員が独自の企画で行う「自主講座」
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では、（1）対面で行ったもの、（2）オンラインでライブ講座であったもの、（3）オンデマンド配

信を行なったものに分かれ、8件の講座が開設されました。（1）対面の内訳は、①新しい小学校英

語：子供たちは何を学ぶ？教師はどのように評価する？（松本祐子准教授・現教授）②教育機関・

地域と連携した防災教育［第10回ストリートウォッチング］（辻利則教授）座学が1日と調査2日

で構成されていました。③ストレスと上手につきあう心理学（川瀬隆千教授）、（2）オンラインの

内訳は、④第 4回「地域のお宝発掘・発展・発信事業」を考える－自走する地域創生へ－（永松敦

教授)全2回。⑤TOEICのスコアを上げる秘訣！（Scott Bingham准教授）⑥宮崎平野の神楽（永松

敦教授)、（3）オンデマンドの内訳は、⑦よみがえる江戸時代の宮崎（大賀郁夫教授）⑧近代文学入

門（楠田剛士准教授）でした。 

新型コロナウイルス感染の状況に応じて、できるだけの感染拡大防止対策を講じた上、対面でで

きるか、オンラインに切り替えるべきか、中止にすべきかをその都度判断しながらやって参りまし

た。予定されていたいくつかの講座を已むなく中止せざるを得ませんでしたが、その代わりに新た

に開設していただいた講座も加えた結果、わずか６ヶ月で年間目標講座開設数に近い数字まで回復

することができました。地域からの熱い要望と本学教員の地域貢献への火を消してはならないとい

う熱い思いがマッチした結果であると私は信じて疑いません。 

新型コロナウイルス感染の完全な収束に依然として目処が立たぬ中ではありますが、宮崎公立大

学地域研究センターは、今後も地域社会に貢献する人材の育成や地域の問題解決に資する創造的な

研究活動を通して、地域社会との連携・協働を踏まえ、活力ある地域づくりに積極的な役割を果た

していきたいと考えています。宮崎公立大学の地域貢献活動への一層のご理解とご支援をお願いい

たします。
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前　期　（2020年4月～9月）

月 月

日 日

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各講座を中止した。

土 土 29

28金 29 金

30水 27 水

木 28 木 27

29火 28 25火 28 26 30

28月 27 24月 27 25 29

27日 26 23日 26 24 28

26土 25 22土 25 23 27

25金 24 スポーツの日(開講日) 21金 24 22 26

24木 23 海の日(開講日) 20木 23 21 25

23水 22 19水 22 20 24

22 秋分の日火 21 18火 21 19 23

21 敬老の日月 20 17月 20 18 22

20日 19 16日 19 17 21

19土 18 15土 18 16 20

18金 17 14金 17 15 19

17木 16 地域貢献部会① 13木 16 14 18

16水 15 12水 15 13 17

15火 14 11火 14 12 16

14月 13 10 山の日月 13 11 15

13日 12 9日 12 10 14

12土 11 8土 11 9 13

11金 10 7金 10 8 12

10木 9 6木 9 7 11

9水 8 5水 8 6 振替休日 10

8火 7 4火 7 5 9こどもの日

7月 6 3月 6 4 8みどりの日

6日 5 2日 5 3 7

９月

土 4 2 6

1

2

3

4

5

金

31

金 3 1

憲法記念日

5

土 4 1

地域貢献部会②

29 26

30

木 2

31

木

６月

1

2

3

4

3

８月

水 1

30

31
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後　期　（2020年10月～2021年3月）

 

3

4

51 元日

6

３月

月

2

中国語初級講座⑧

5

1

1

2
英語中級講座⑥
英語上級講座A④

3

4

5 英語上級講座B④
稲田准教授　ｵﾝﾗｲﾝ公開講座

1

2 地域貢献部会⑧

月月 30 韓国語初級講座⑦

日 日

土土 28

地域貢献部会④ 金 29
英語上級講座B③
川瀬(隆)教授　ｵﾝﾗｲﾝ公開講座

中国語初級講座⑦ 31 木 28 ビンガム准教授　自主講座

水 28 25 辻教授　自主講座(授業) 30

金 27

木 29 中国語初級講座③ 26

火 26
英語中級講座⑤
英語上級講座A③

31水 27

火 27 24

29韓国語初級講座⑥ 28 月 25月 26 23

3029

天皇誕生日 2827 日 24

金 23 20

2726 土 23

日 25 22

27土 24 21

28

木 22 中国語初級講座② 19

26 英語上級講座B⑦ 26 春分の日25

25 川瀬(隆)教授　自主講座 25中国語初級講座⑥ 24 地域貢献部会⑤ 木 21

金 22 英語上級講座B②

24 卒業式23 水 20

月 19 韓国語初級講座② 16

英語上級講座A⑦
天皇誕生日

2322 英語中級講座② 火 19
英語中級講座④
英語上級講座A②

水 21 18

23火 20 17

24

日 18 15

22 22韓国語初級講座⑤ 21

21 2120 日 17

韓国語初級講座⑩ 月 18

20
大賀教授・楠田准教授
自主講座ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信開始

19 土 16

英語上級講座B⑥ 1918 金 15
地域貢献部会⑥
英語上級講座B①

14

19金 16 13

20

木 15 中国語初級講座① 12 18 地域貢献部会⑦ 18中国語初級講座⑤ 17

17 1716 水 13

中国語初級講座⑩
辻教授　自主講座(調査)

木 14

英語中級講座⑧
英語上級講座A⑥

1615
英語中級講座①
辻教授　自主講座(調査)

火 12
英語中級講座③
英語上級講座A①

15韓国語初級講座④ 14 韓国語初級講座⑨ 月 11 成人の日 15月 12 韓国語初級講座① 9

16

日 11 8 14 14
松本准教授(現教授)
自主講座

13

13 13 永松教授　自主講座12 補講日 土 9 補講日

日 10

英語上級講座B⑤
下村准教授　ｵﾝﾗｲﾝ公開講座

1211 金 8

11中国語初級講座④ 10 中国語初級講座⑨ 木 7 11木 8
中国語初級講座
(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ)

5

12

水 7 4 10

金 9 6

109

9
英語中級講座⑦
英語上級講座A⑤

98 火 5

川瀬(隆)教授　自主講座 水 6

7 7日 3

火 6 3

8 8韓国語初級講座③ 7 韓国語初級講座⑧ 月 4

１２月

月 5
地域貢献部会③
韓国語初級講座(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ)

2

6日 4

金

木

月

火

1

3

土

２月

2

29

4 金

土 2 6

１１月

3 木

31

1

１０月

水

30
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令和 2(2020)年度 オンライン公開講座 

 

 令和 2年度 宮崎公立大学 オンライン公開講座 
 (WEB会議システム Zoomを利用して配信) 

講義 日   時 講 座 演 題 講 師 

第 

1 

回 

1月 29 日(金) 

18:30～20:00 

コロナ禍 

～人間関係への脅威を乗り越える 

宮崎公立大学 

教授 川瀬 隆千  

第 

2 

回 

2月 5日(金) 

18:30～20:00 

グローバル経済と脅威との両立をどのよ

うに図るか？ 

米中経済デカップリングと、その日本経

済に与える影響 

宮崎公立大学 

准教授 稲田 光朗  

第 

3 

回 

2月 12 日(金) 

18:30～20:00 
コロナ禍と日本経済 

宮崎公立大学 

准教授 下村 太一  
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講座名 宮崎公立大学 オンライン公開講座 

実施期間・回数 
令和 3年 1月 29日（金） ～ 令和 3年 2月 12日（金） 

18時 30分～20時 00分 
全 3回 

会  場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

回 講   師 タ イ ト ル 

１ 
宮崎公立大学 

教授 川瀬 隆千  
コロナ禍 ～人間関係への脅威を乗り越える 

２ 
宮崎公立大学 

准教授 稲田 光朗  

グローバル経済と脅威との両立をどのように図るか？ 
米中経済デカップリングと、その日本経済に与える影響 

３ 
宮崎公立大学 

准教授 下村 太一  コロナ禍と日本政治 

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等 各講座資料 

募 集 定 員 50名 

対 象 者 高校生以上 

延べ申込者数 84名（参加申込者 各回 28名） 
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宮崎公立大学 オンライン公開講座 （ 第 1回講座 / 全 3回 ） 

実 施 日 時 令和 3年 1月 29日（金） 18時 30分～20時 00分 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

受 講 者 負 担 受講料：無料 

対 象 者 高校生以上 

配 付 資 料 講座資料 

演               題 担 当 講 師 

コロナ禍 ～人間関係への脅威を乗り越える 
宮崎公立大学    

教授 川瀬 隆千  

講義の内容 

新型コロナウィルス感染症が人間関係に及ぼす脅威を社会心理学の観

点から検討する。特に、生活変化、孤立、スティグマの３つの脅威を取り

上げ、それらの脅威をどのように乗り越えていけばよいのかを考える。 

受講申込者 28名 
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宮崎公立大学 オンライン公開講座 （ 第 2回講座 / 全 3回 ） 

実 施 日 時 令和 3年 2月 5日（金） 18時 30分～20時 00分 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

受 講 者 負 担 受講料：無料 

対 象 者 高校生以上 

配 付 資 料 講座資料 

演               題 担 当 講 師 

グローバル経済と脅威との両立をどのように図るか？ 
米中経済デカップリングと、その日本経済に与える影響 

宮崎公立大学    

准教授 稲田 光朗  

講義の内容 

本講座では、現代のグローバル生産構造を理解し、コロナ危機を通じて

決定的になりつつある米中経済デカップリングと、その日本経済に与える

影響について議論する。 

受講申込者 28名 
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宮崎公立大学 オンライン公開講座 （ 第 3回講座 / 全 3回 ） 

実 施 日 時 令和 3年 2月 12日（金） 18時 30分～20時 00分 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

受 講 者 負 担 受講料：無料 

対 象 者 高校生以上 

配 付 資 料 講座資料 

演               題 担 当 講 師 

コロナ禍と日本政治 
宮崎公立大学    

准教授 下村 太一  

講義の内容 

近年の日本では、首相が強いリーダーシップを発揮して政策を決めてい

ると言われてきた。ところが、コロナ禍に、首相は的確に対応できていな

いように見える。コロナ禍によって明らかになった日本政治の問題点を考

える。 

受講申込者 28名 
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オンライン公開講座チラシ 
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 令和 2(2020)年度 自主講座申請一覧  

NO. 講座・講師名 講 座 目 的 講 座 内 容 講 座 日 程 等 

1 

第 4回 

「地域のお宝発

掘・発展・発信

事業」を考える 

－自走する地域

創生へ－ 

 

教授 

永松 敦 

宮崎市が推進する地域

のお宝事業が 4 年目を

迎える。今年度が自走

できる地域創生への確

立期となるためには、

何が必要か、その実践

例を考える。 

ひむか神話と景清伝説の郷 大宮

エコミュージアム構想と実践 

地域創生に本学の学生、サークルが

どのように関わり、実践できるかを

考える。 

 

 

・10月 3日(土) 

・13:00～14:00 

・3月 13日(土) 

・10:00～12:00 

・全 2回 

・オンライン開催 

・100人募集 

・一般市民 

 

2 

新しい小学校英

語：子供たちは

何を学ぶ？教師

はどのように評

価する？ 

 

准教授 

(現教授) 

松本 祐子 

今年度から全面実施の

小学校「外国語科（英

語科）」に関する情報を

共有し、教育現場の疑

問に答えること 

 

 

 

 

2020 年 4 月より小学校では教科と

しての外国語科（英語科）が全面的

にスタートし、多くの現場ではその

指導法や評価法が模索されている。

本講座では新しい小学校英語のポ

イントを整理し、その評価方法を実

践的に学ぶ。 

 

 

 

 

・11月 8日(日) 

・13:00～15:00 

・全 1回 

・30人募集 

・小学校教諭、児

童保護者、大学

生、教育に関心

のある方 
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3 

教育機関・地域

と連携した防災

教育 

（第 10回ストリ

ートウォッチン

グ） 

 

教授 

辻 利則 

将来を担う子供たちへ

の防災教育として、平

時から災害に備えた取

り組みについて、高齢

者、障がい者など含め

て実践活動を行い、地

域の役割、自分にもで

きることを理解しても

らい、さらに子供たち

を通して若い世代の地

域参加を促すことを目

的とする。 

小学生を対象に、教育機関と連携

し、地震や津波、洪水など災害時に

必要な心構え、特に普段から考えて

おくべきことについて講座（35 人

程度のクラスで 4回程度）を行う。 

また、実際に地域の危険個所や災害

時に重要となる避難場所などを知

るために調査（全体 1回）を行う。

調査は、地域住民、障がい者団体、

そして本学の大学生を募り、最後に

危険個所、避難場所等を地図上に記

入してまとめる。 

・授業 

11月 25日(水) 

・オンライン開催 

・調査 

12月 15日(火) 

12月 17日(木) 

 

・8:00～13:00 

・180人 

・小学生、地域住

民（障がい者）、

大学生 

 

4 

ストレスと上手

につきあう心理

学 

 

教授 

川瀬 隆千 

 

「ストレス」とは何で

しょうか。よく使う言

葉ですが、実はよくわ

かりません。私たちの

身の回りのストレスに

ついて心理学の観点か

ら解説し、ストレスに

うまく対処する方法を

考えます。 

ストレスに関する心理学的な理論

や考え方を紹介した上で、個人によ

るストレスへの対処、困難な状態に

ある人たちへの周りの人たちから

の支援、上手に助けを求める方法な

どのストレス対処方法とメンタル

ヘルスとの関係について実践的に

考えます。 

・12月 9日(水) 

・18:00～20:00 

・全 1回 

・100人募集 

・一般市民 
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5 

TOEICのスコア

を上げる秘訣 

 

准教授 

ビンガム  

スコット 

TOEIC テストのスコア

を上げる効果的方法を

受講者に紹介する。 

 

 

TOEIC は英語を母国語としない者

が自身の英語力を測るための最も

有効な手段のひとつです。また、多

くの企業や組織は雇用、又は従業員

の昇進を決定する際には TOEIC の

スコアを基準にします。従って、

TOEICの得点とは多くの日本人にと

って“成功への道”と考えられる事

が多いでしょう。 

私は過去 10 年余り、宮崎公立大学

に於いてこの TOEIC 準備コースを

教えてきました。そして、この10 年

間学生達と TOEIC のスコアを伸ば

すための大切な方法を共有してき

ました。このコースでは、受講者の

方々にその最も重要な方法の幾つ

かをご紹介していきたいと思いま

す。また、このコースは殆ど英語で

行われ、日本語は殆ど使用されない

ため、受講者は基本的な英会話力が

必要です。 

このコースはオンラインのズーム

によって行いますので、受講者はパ

ソコンやタブレットを安定した 

Wifi 環境で使用出来ることが必要

となります。ズームの使用は決して

難しくはありませんが、コンピュー

タやオンラインビデオやチャット

のソフトの知識はある程度必要と

なります。 

 

 

 

・1月 28日(木) 

・18:00～20:00 

・全 1回 

・オンライン開催 

・20人程度募集 

・英語のレベルア

ップを考えてい

る方 
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6 

「私」の中に社

会が映る 

～高校生のため

の社会心理学～ 

 

教授 

川瀬 隆千 

宮崎県内の高校生に心

理学や社会心理学に興

味を持ってもらうため 

社会心理学を中心にいくつかのト

ピックを紹介しながら、心理学の 

考え方や研究方法などを解説する。 

・2月25日(木) 

・18:30～20:30 

・全1回 

・オンライン開催 

・100人募集 

・県内高校生 

 

7 

宮崎平野の神楽 

 

教授 

永松 敦 

宮崎市内に20余りの春

神楽が伝承されてい

る。市民に神楽の保存

について関心をもって

いただく。 

宮崎平野の春神楽の特徴を解説し、

午後は神楽を参加者が各自自主的

に見学するよう促す。 

・3月 13日(土) 

・10:00～12:00 

・全 1回 

・オンライン開催 

・50人募集 

・一般市民 

8 

よみがえる江戸

時代の宮崎 

 

教授 

大賀 郁夫 

江戸時代の宮崎につい

ての理解を深める 

江戸時代の宮崎で起こった事件と

その解決法を通して、江戸時代の宮

崎とそこに生きた人々の価値観に

ついて考える。 

・3月 20日(土)～ 

3月 26日(金) 

・ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信 

・全 1回 

・30人募集 

・興味のある方 

9 

近代文学入門 

 

准教授 

楠田 剛士 

日本近代文学の歴史や

読解方法について市民

向けに分かりやすく解

説し、文学への興味関

心を高める。 

外部講師を招き、参加者からのコメ

ントや質問も受け付けながら、日本

の近代文学の表現を読み味わう。 

・3月 20日(土)～ 

 3月 26日(金) 

・ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信 

・全 1回 

・100人募集 

・一般市民 
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講 座 名 
第 4回「地域のお宝発掘・発展・発信事業」を考える（前半部） 

－自走する地域創生へ― 

実 施 期 間 

回 数 
令和 2年 10 月 3日（土）13時 00分～14時 00分 全 2回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoom を利用して配信 

講 師 
志學館大学講師 新名 一仁 ・ 金閣寺踊保存会長 服部 律子 

本学学生 杉尾 優樹 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等  

募 集 定 員 100名 

対 象 者 一般市民 

参 加 者 数 
受講申込者： 55名 

受 講 者 数： 55 名 

【講座の内容】 

 

宮崎市が主催する地域のお宝発掘・発

展・発信事業が 4年目、最終年度に入る。

次年度以後は補助金なしで自走する活動

を継続しなければならない。これまでの

3年間を振り返り、今後、何を継続して

いくべきか、そのための財源はいかに確

保するべきかを考える。 

現在、主催者が担当する大宮地区をと

りあげ、宮崎城主上井覚兼の研究者、新

名一仁氏、地元、池内町で金閣寺踊りを

保存継承される服部律子氏、本事業に初

年度から関わってきた本学学生である杉

尾優樹君を交えてのシンポジウムを行っ

たもの。 

コロナ禍により、オンラインで 1時間

開催した。 

【講座風景写真】 

 

 

【講師コメント】 

 

今回はオンラインというかたちではあったが、大宮地区の歴史・民俗・地域資源について討論

できるよい機会となった。また、視聴者も市内に限らず、他県からの参加もあり、地域づくりの

問題点について幅広く共有できたいのではないかと思われる。 
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講 座 名 第 4回 地域のお宝発掘・発展・発信事業を考える（後半部） 

実 施 期 間 

回 数 
令和 3年 3月 13 日（土）10時 10分～12時 00分 全 2回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信                

講 師 宮﨑公立大学 教授 永松 敦 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等  

募 集 定 員 100名 

対 象 者 一般市民 

参 加 者 数 
受講申込者： 25名 

受 講 者 数： 53 名(当日参加者含む) 

【講座の内容】 

 

10 月 3日に開催した講座の後半部。今回は、4

年間の成果報告として、事業内容を記録した VTR

の上映と、地域コミュニティの在り方について

講義を行った。 

自治会加入率が下がる今日、地域住民の概念

規定をどのように図るかが重要であり、関係住

民などを含めた時代に応じた新たなコミュニテ

ィ作りが急務だと説明した。 

参加者は、地域創生に関わる各大学の研究者

や宮崎市地域コミュニティ課からも参加され、

活発な議論がなされた。 

【講座風景写真】 

 

お宝事業の VTR「宮崎城を歩く」 

 

【講師コメント】 

 

今年度で、宮崎市が 4 年間かけて実施した地域のお宝発掘・発展・発信事業が終了する。市内

22地区でそれぞれ総額 1,000万近い予算が投入されたが、何が今後に残り、影響するのかを今後

5 年間は観察する必要がある。ここで問題となるのは、地域協議会のありかたである。自治会加

入率 50パーセント以下のところが多く、それだけの税金を投入したところで市民に対して平等の

効果を生み出しているのか、の疑問が残る。そして、その地域に通学・通勤する人々は含まれな

いのか？地域内で店舗を構えながらも、そこに居住していない人は住民ではないのか？など、「地

域住民」という概念規定が曖昧なまま本事業が進められていることに懸念が生じる。 

 今後は、地域住民とは何か？地域協議会そのものの在り方について研究をさらに続ける必要の

あることを痛感した。地域コミュニティ課とも連携を図り、この議論を深めたいと考えている。 
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自主講座チラシ
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講 座 名 
「新しい小学校英語」子どもたちは何を学ぶ？ 

教師はどのように評価する？ 

実 施 期 間 

回 数 
令和 2年 11 月 8日（日） 13時 00分～15時 00分 全 1回 

会 場 （学内）【 交流センター 多目的ホール 】   

講 師 
東京学芸大学国際教育センター 特命准教授 白土 厚子 

宮崎公立大学 准教授(現教授) 松本 祐子 

共 催 者  

後 援 宮崎市教育委員会 

その他スタッフ 学生アルバイト（ 5名 ） 

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等 PPT資料 

募 集 定 員 30名 

対 象 者 小学校教諭、児童保護者、英語教育関係者、その他 

参 加 者 数 
受講申込者： 30名 

受 講 者 数： 28 名 

【講座の内容】 

 

2020年度より教科化された

小学校 5・6年生を対象とする

英語科目について、その概要と

評価の観点・方法を実践事例と

共に解説した。 

【講座風景写真】 

 

【講師コメント】 

 

 新しい小学校英語教育に対する受講生の熱意やニーズを感じることができ、とても有意義な機

会でした。 
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自主講座チラシ 
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講 座 名 
教育機関・地域と連携した防災教育 

（第 10回ストリートウォッチング） 

実 施 期 間 

回 数 

事前授業：令和 2年 11月 25日（水） 

地域調査：令和 2年 12月 15日（火）、令和 2年 12月 17日（木） 

8時 00 分～13時 00分 

全 3回 

会 場 
（学内）                   （学外） 

【 公立大学 ⇔ 西池小 （リモート） 】   【 中央西自治区内 】 

講 師 宮崎公立大学 教授 辻 利則 

共 催 者 西池小学校、中央西まちづくり推進委員会 

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等  

募 集 定 員 200名 

対 象 者 西池小学校関係者他 

参 加 者 数 
小学校参加者： 160名（小学生＋教員）  

地域の参加者：  28名   学生： 21 名 

【講座の内容】 

本活動は、2011 年より開始し、今年で 10回目に

なる。将来を担う子供たちへの防災教育として、平

時から災害に備えた取り組みを、高齢者、障がい者

など含めて実践活動を行い、地域の役割、自分にも

できることを理解してもらい、さらに子供たちを通

して若い世代の地域参加を促すことを目的として

いる。 

小学生を対象に、教育機関と連携し、地震や津波、

洪水など災害時に必要な心構え、特に普段から考え

ておくべきことについて講座は、今年はコロナ禍の

影響でリモートによる（4クラス）同時開催とした。 

また、実際に地域の危険箇所や災害時に重要とな

る避難場所などを知るために調査をした。地域住民

と本学の大学生で実施し、コロナ対策として 4クラ

スを 2クラスずつ 2日に分けて実施した。例年は、

危険箇所、避難場所等を地図上に記入してまとめて

いたが、屋内での活動は全て行わず、代わりにタブ

レットを使って調査箇所を地図上に表示できるWeb

アプリを作成し、利用した。 

【講座風景写真】 

 

【講師コメント】 

本年度は、コロナ禍の中、実施するかどうか検討していたが、小学 5 年生にとってストリート

ウォッチングを楽しみにしていることを小学校の先生より聞き、万全な対策をして実施すること

とした。コロナ対策としては、3 密になる屋内での活動は全て取りやめ、高齢の地域の方との接

触も少なくし、地域の施設訪問でも各施設に対策をお願いした。一方、一昨年より開発したスト

リートウォッチングの調査用の LINE BOT を大学生が使用していたが、本年度は小学校に iPad が

40台設置されたということで、小学生自身が調査データを入力できる Webアプリを開発し、実際

に使用してもらった。屋内での活動はなくなったが、ある程度、調査データの整理をすることが

できた。本活動は継続することが大切なため、次年度も引き続き、実施したいと考えている。 

 

22



講 座 名 ストレスと上手につきあう心理学 

実 施 期 間 

回 数 
令和 2年 12 月 9日(水) 18時 00分～20時 00分 全 1回 

会 場 （学内）【 交流センター 多目的ホール 】 

講 師 宮﨑公立大学 教授 川瀬 隆千 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等  

募 集 定 員 30名 

対 象 者 一般市民 

参 加 者 数 
受講申込者： 15名 

受 講 者 数： 11 名 

【講座の内容】 

 

「第１部 ストレスとは何か」において、

セリエのストレス学説、ホームズとレイの精

神医学的ストレス理論、ラザルスの心理学的

ストレス理論について説明した。 

「第２部 ストレスと上手に付き合う」で

は、ストレスプロセスとコーピング、ストレ

スプロセスを媒介するソーシャルサポート

や楽観的説明スタイルについて説明し、スト

レスと上手につきあう方法を考えた。 

理論的な話だけではつまらないので、スト

レスの少ない県はどこか、温泉に入ってスト

レスを解消するニホンザルの話、笑顔がスト

レスを解消する話なども取り入れて構成し

た。 

最後に講座の感想を書いてもらった。 

 

【講座風景写真】 

 

【講師コメント】 

 

高校生から 70 歳まで幅広い年齢層の参加があった。講座の感想を書いてもらったところ、「ス

トレスの本当の意味を理解できた」「ストレスの見方が変わった」「明日から実践していきたいこ

とをたくさん教えていただいた」「ストレスから逃げることも大事だと分かった」「受験のプレッ

シャーがあるので、ストレス対処法を聞けて良かった」「ポジティブな考え方を持つことの重要性

がわかった」「ストレスのない社会はないので、前向きにとらえるようにしたい」などの感想があ

ったので、良かったと思う。「講座に参加するだけでストレスが減った気がする」という感想もあ

り、講座を実施すること自体に意味があると感じた。 
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自主講座チラシ 
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講 座 名 TOEICのスコアを上げる秘訣 

実 施 期 間 

回 数 
令和 3年１月 28 日（木）18時 00分～20時 00分 全 １回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoom を利用して配信 

講 師 宮崎公立大学 准教授 Scott Bingham 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等  

募 集 定 員 20名 

対 象 者 TOEICのスコアアップを目指したい方。英語力のレベルアップを目指したい方 

参 加 者 数 
受講申込者： 7名 

受 講 者 数： 5名 

【講座の内容】 

 

This course was designed to introduce the students 
to the Test of English for International 
Communication (TOEIC). I introduced the format 
and expectations of the test and introduced the 
students to strategies for to improve their TOEIC 
listening and reading scores. The course was 
conducted online via Zoom. 

【講座風景写真】 

 

 

【講師コメント】 

 

Although I had prepared several weeks for this course, there were several technical 
problems that occurred during the course. The students were very active and forgiving of the 
time that was taken to resolve the technical issues. I have been using Zoom for over 12 
months now and this was the first time I had ever had such technological challenges. In 
order to make up for these problems, instructional videos covering the points that were 
missed in the online course have been uploaded to the course Moodle site. 
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自主講座チラシ 
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講 座 名 「私」の中に社会が映る～高校生のための社会心理学～ 

実 施 期 間 

回 数 
令和 3年 2月 25 日（木） 18時 30分～20時 30分 全 1回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoom を利用して配信 

講 師 宮﨑公立大学 教授 川瀬 隆千 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等  

募 集 定 員 オンラインのため、申込者全員受講可能 

対 象 者 高校生 

参 加 者 数 
受講申込者： 61名 

受 講 者 数： 52 名 

【講座の内容】 

 

本講座は高校生を対象に、個人と社会の関係につい

て解説したものである。 

「私」は社会の産物である。「私」は周りの人々や

文化の影響を受けて作られる。そして、そのようにし

て作られた「私」が、今度は周りの人々や社会に影響

を及ぼす。このように、「私」と「社会」は密接につ

ながっている。 

本講座では、社会心理学の考え方や研究方法の解説

も交えながら、「私」と「社会」の関係について、特

に、同調、自己呈示、文化的自己観、少数派影響の 4

つの観点から検討した。 

進路情報なども提供しながら、社会の一員として責

任を果たしながら、社会をより良い方向に変えていく

ことについて考えを深めた。 

【講座風景写真】 

 

 

 

【講師コメント】 

 

本講座はオンラインで実施した。木曜日の夕方という時間であったが、宮崎県内を中心に 50人

以上の高校生の参加があった。多くは 1年生、2年生だったが、3年生の参加もあった。 

心理学に興味を持っている生徒も多かったようで、参加者はたいへん熱心に講義を聞いてくれ

た。内容に関する質問も多く寄せられた。「2 時間があっという間だった」「普段聞けない専門の

話を聞けて、とてもためになった」という感想もあり、参加者は満足できたようである。また、2

月末の実施であったが、進学先など進路を考えるきっかけにもなったようである。「機会があれば、

またこのような講座を実施して欲しい」と言う声もあった。次の開催を検討したいと思う。 
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自主講座チラシ 
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講 座 名 宮崎の神楽―山間部と平野部の比較研究― 

実 施 期 間 

回 数 
令和 3年 3月 13 日（土）13時 30分～16時 00分 全 1回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoom を利用して配信 

講 師 宮﨑公立大学 教授 永松 敦 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等 
 

 

募 集 定 員 100名 

対 象 者 一般市民 

参 加 者 数 
受講申込者： 20名 

受 講 者 数： 46 名(当日参加者含む) 

【講座の内容】 

 

宮崎の神楽を山間部と平野部に分けて、その特色

を解説した。山間部の狩猟の山の神信仰と女性との

関係、平野部の田の神信仰と翁面との関係を多くの

映像、写真資料でもって解説し、姥から翁か、翁か

ら姥への変化なのかについて問題提議を行った。 

神楽、および、東アジア文化の基礎的知識のため

に、陰陽五行説、十干十二支の説明を 30分程度行

ったので、時間は予定よりも延長した。オンライン

のため全国各地からの参加者が多く見受けられた。 

【講座風景写真】 

 

 

【講師コメント】 

 

陰陽五行、十干十二支は日本文化を語る上での基礎知識として必要である。正午の意味を知ら

ない人が多すぎる。以前、開放授業でこの話をしたときに、小学校の校長先生を退職された方が

感動されて、子供たちにこの話をするべきだったと後悔されていたのが今も強く印象に残ってい

る。日本の教育そのものに問題があるからだ。 

四季と色の関係。北原白秋の白と秋。若者用語のように思われている青春の青と春は、すべて

中国の思想から東アジア全域に伝えられた文化で最も基本的な知識である。神楽歌などにも歌わ

れることも多く、このような文化の基礎知識から東アジア全体をみる素地ができればと考えてい

る。聴講者は facebookで呼びかけた方々が多く、さらに、参加者は増加すると思われる。スマホ

一台あれば参加できるので、高齢者の方々もご家族といっしょに楽しんでいただければ、と思っ

ている。今後も続けたい。 
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講 座 名 よみがえる江戸時代の宮崎 

実 施 期 間 

回 数 
令和 3年 3月 20 日（土）～ 令和 3年 3月 26日（金） 7日間(全 2回) 

会 場 宮崎公立大学公式 YouTubeチャンネルより動画配信 

講 師 宮﨑公立大学 教授 大賀 郁夫 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等 なし 

募 集 定 員 20名 

対 象 者 一般市民 

参 加 者 数 
受講申込者： 21名 

受講者のべ再生回数・・・（ 前半 54回 ・ 後半 19回 ） 

【講座の内容】 

 

今回の講座は、「犯罪」という視点から江

戸時代の宮崎を対象に、江戸時代に生きた

人々の価値観や人生観・生き方などについ

て考えた。事例として、①宝暦 7年臼杵郡

岡富村傷害事件、②宝暦 7年伊東房右衛門

の女敵討ち、③寛政 4年宮崎郡古城村での

酒乱殺人事件、④寛政 6年臼杵郡古江村帳

外人弥兵衛仕置き一件をとりあげた。そこ

では自分の「一分」を立てることが優先さ

れる社会であり、被害者も「是非無し」と

の無常観念があったことがわかった。現在

からすると江戸時代は全くの「異文化社会」

であり、それを理解することが現在の「異

文化間コミュニケーション」能力の習得に

繋がる。 

【講座風景写真】 

 

【講師コメント】 

 

 今回の講座はコロナ禍のなかで、オンデマンドでの配信になった。受講者の反応がまったく伝

わらないため、どれだけ理解できたかは不明である。繰り返し受講できるので、不明な点は復習

しながら理解して欲しい。江戸時代は身分制社会であり、まさに「異文化社会」である。それぞ

れの階層ではその価値観や生き方もそれぞれ異なる。現在に軸足を置きながら、江戸時代に生き

た人々と「コミュニケーション」がとれるようになりたいものである。 
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自主講座チラシ 

（受講者募集時に使用） 
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講 座 名 近代文学入門-詩を読む- 

実 施 期 間 

回 数 
令和 3年 3月 20 日（土）～ 令和 3年 3月 26日（金） 7日間(全 4回) 

会 場 宮崎公立大学公式 YouTubeチャンネルより動画配信 

講 師 宮﨑公立大学 准教授  楠田 剛士 

共 催 者  

後 援  

その他スタッフ  

受講者負担 受講料：無料 

配付資料等  

募 集 定 員 20名 

対 象 者 一般市民 

参 加 者 数 

受講申込者： 9名 

受講者のべ再生回数 

（ 第 1回 30回 ・ 第 2回 24回 ・ 第 3回 9回 ・ 第 4回 27回 ） 

【講座の内容】 

 

 近代の有名な詩人・詩作品を取り上げ、

受講者が詩の読解方法を学びながら詩に親

しむことを目的に講座を行った。佐藤春夫

「秋刀魚の歌」では作者の実体験を下敷き

にしつつも、古典を導入することで個人に

とどまらない問題を提起していることを指

摘した。高村光太郎「レモン哀歌」でも作

者の実体験だけではなく、見えないものを

表現する詩の特徴をとらえた。草野心平「秋

の夜の会話」と安西冬衛「春」では、作中

の文字表記・字形・発音の重要性について

説明した。コクトー「シャボン玉」では、

原詩と比較しながら翻訳詩の持つ創造性に

ついて論じた。 

【講座風景写真】 

 

【講師コメント】 

 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当初予定していた対面の講座からオンラインによる

ビデオ配信の形に変更した。15～20分程度の動画を 4本作成し、受講生がトピックを把握しやす

くした。またパワーポイントによる説明だけではなく、参考資料を映したり、関連する詩集を紹

介したりして受講者の関心が広がるように務めた。受講生と直接やりとりすることはできなかっ

たが、アンケート結果をもとに今後も工夫した企画を行いたい。 
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自主講座チラシ 

（受講者募集時に使用） 
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令和 2(2020)年度  オンライン語学講座 

※各講座とも WEB会議システム Zoom を利用 

№ 講 座 名 講    師 講  座  内  容 日   程 
 
１ 

 
英語上級 
A コース 

 
宮﨑公立大学 
非常勤講師 
李 世恩 

 
全 7 回開講 
英検2級程度のスピーキング力があ

り、英語でのディスカッションやデ

ィベートに進んで参加できる方。 
 
募集定員 6 名程度 
毎回異なるトピックについて調べ、

ミニプレゼンテーションをした後、

受講生同士でディスカッションを

行います。英語をツールとして使用

しながら色々な知識に疑問を持ち、

意見や考えを発展させていきます。 
 
 

 
令和 3 年 
1 月 12 日～ 

2 月 23 日 
 
毎週火曜日 
18 時 30 分～ 

19 時 30 分 

 
2 

 
英語上級 
B コース 

 
 

 
宮﨑公立大学 
准教授 
(現教授) 
松本 祐子 

 
全 7 回開講 
英検2級程度のスピーキング力があ

り、英語でのディスカッションやデ

ィベートに進んで参加できる方。 
 
募集定員 6 名程度 
基本的にディベート形式（ただし勝

敗を競うものではない）で行い、毎

回異なるトピックについて「賛成・

反対」の立場から議論をします。 

英語の議論に積極的に参加し、発展

させる技術を学びます。内容によっ

ては、参考文献（短い英文）を予習

してもらう可能性もあります。 

 

 

 
令和 3 年 
1 月 15 日～ 

2 月 26 日 
 
毎週金曜日 
18 時 30 分～ 

19 時 30 分 
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3 
 

 
英 語 中 級  

 
宮崎公立大学 
准教授 
スコットビンガム 
Scott Bingham 

 

 
全 8 回開講 
英語の基礎、簡単な会話ができる人

を対象に受講者を募集。 
募集定員 30 名程度。 
その時々の話題を講師が英語で伝

え、講座生がその話題を各グループ

に分かれて英語でディスカッショ

ンします。 
 

 
令和 2 年 
12 月 15 日～ 
令和 3 年 

2 月 16 日 
 
毎週火曜日 
18 時 30 分～ 

19 時 30 分 

 
4 

 
中国語初級 

 
宮崎公立大学 
日中文化 

交流促進部 
(学内課外活動団体) 

 
全 10 回開講 
中国語を初めて学ぶ人を対象に受

講者を募集。 
募集定員 30 名。 
留学経験をもつ学生や中国からの

留学生、中国語を学ぶ学生たちが講

師役になり、発音の基礎から簡単な

会話が理解できるまでを学ぶ。 
 

 
令和 2 年 
10 月 15 日～ 

12 月 17 日 
 
毎週木曜日 
18 時 00 分～ 

19 時 30 分 

 
5 

 
韓国語初級 

 
宮崎公立大学 
韓国文化研究部 
(学内課外活動団体) 

 
全 10 回開講 
＋10 回オンデマンド配信 
韓国語を初めて学ぶ人を対象に受

講者を募集。 
募集定員 30 名。 
ハングルの発音基礎から始めて、簡

単な日常会話までを学びます。 
※金曜日にオンデマンドで一部講

座を配信し、翌週月曜日に質疑応答

等をライブで行う。 
 
 
 
 

 
令和 2 年 
10 月 12 日～ 

12 月 21 日 
 
毎週月曜日 
質疑応答 
毎週金曜日 
オンデマンド

配信 
 
18 時 00 分～ 

19 時 30 分 
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講 座 名 オンライン語学講座 英語上級（A コース） 

実施期間等 
令和 3年 1月 12日 ～ 令和 3年 2月 23日 

＊ 毎週火曜日 18時 30分～19時 30分 
全 7回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

講   師 宮崎公立大学 非常勤講師 李 世恩    

受講者負担 受講料：無料 

募 集 定 員 

6名程度 

（応募条件 高校生以上、英検 2 級程度のスピーキング力があり、英語で

のディスカッションやディベートに進んで参加できる方） 

受 講 者 数 
2名 ＊応募者全員受講 

受講者延べ数： 8名 

【講座内容】 

 

毎回異なるトピックについて調べ、ミニプレゼンテーションをした後、受講生同士でディス

カッションを行います。英語をツールとして使用しながら色々な知識に疑問を持ち、意見や考

えを発展させていきます。 

【受講生からのコメント】 

 

・ 初日を除いて私一人の受講で寂しさ少し、世恩先生を独り占め、マンツーマンでのご指導

を頂けたこと、とてもラッキーでした。テーマも多岐にわたり、とても有意義で刺激的な時

間を過ごすことができました。感謝申し上げます。ありがとうございました。 

・ また開催されます際にはぜひ参加させていただきたく、よろしくお願い申し上げます。 
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講 座 名 オンライン語学講座 英語上級（B コース） 

実施期間等 
令和 3年 1月 15日 ～ 令和 3年 2月 26日 

＊ 毎週金曜日 18時 30分～19時 30分 
全 7回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

講   師 宮崎公立大学 准教授(現教授) 松本 祐子    

受講者負担 受講料：無料 

募 集 定 員 

6名程度 

（応募条件 高校生以上、英検 2 級程度のスピーキング力があり、英語で

のディスカッションやディベートに進んで参加できる方） 

受 講 者 数 
7名 ＊応募者全員受講 

受講者延べ数： 40名 

【講座内容】 

 

基本的にディベート形式（ただし勝敗を競うものではない）で行い、毎回異なるトピックに

ついて「賛成・反対」の立場から議論をします。 

英語の議論に積極的に参加し、発展させる技術を学びます。内容によっては、参考文献（短

い英文）を予習してもらう可能性もあります。 

【受講生からのコメント】 

 

・ 内容もとても楽しく充実した講座で受講してよかったです。また、大学外、宮崎県外から

の参加者と英語で意見交換することはあまりないのでオンラインにより新たな交流ができて

良かったです。 

・ 形式英語講座は、賛成、反対の立場から、話すので、英語らしい表現や、主張の仕方を学

べるので、興味がわきました。英語を話すこと自体、いつもディベートをしている感があり

ます。資料を事前に頂きましたので、理解を深めた上で、話し合えたのが良かったです。そ

の都度、質問にも丁寧に対応していただき感謝しております。 議題によっては、話すことも

多く、1時間は短くも思いました。 どうもありがとうございました。 
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オンライン語学講座英語上級チラシ 
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講 座 名 オンライン語学講座 英語中級 

実施期間等 
令和 2年 12月 15日 ～ 令和 3年 2月 16日 

＊ 毎週火曜日 18時 30分～19時 30分 
全 8回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

講   師 宮崎公立大学 准教授 Bingham Scott（ビンガム スコット） 

受講者負担 受講料：無料 

募 集 定 員 

30名程度 

（応募条件 高校生以上、英語の基礎、簡単な会話ができる人を対象に受

講者を募集） 

受 講 者 数 
25名 ＊応募者全員受講 

受講者延べ数： 124名 

【講座内容】 

 

その時々の話題を講師が英語で伝え、講座生がその話題を各グループに分かれて英語でディ

スカッションします。 

【受講生からのコメント】 

 

・ 画面越しだからこそ、きちんとした英語を話さないと伝わりにくい部分があるので、より

一層勉学に励むことができました。 

・ 移動時間も少なく、仕事終わりにどの場所からでも参加できるのも良かったです。 

・ 従来の教室での講義よりも、私には大変分かりやすかったです。難聴なのでオンラインで

の授業の方がイヤホーンや目の前のスピーカーではっきりと聞こえるので、よりわかりやす

かったと思います。 
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オンライン語学講座英語中級チラシ 
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講 座 名 オンライン語学講座 中国語初級 

実施期間等 
令和 2年 10月 15日 ～ 令和 2年 12月 17日 

＊ 毎週木曜日 18時 30分～19時 30分 
全 10回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

講   師 宮崎公立大学 日中文化交流促進部 (学内課外活動団体) 

受講者負担 受講料：無料 

募 集 定 員 
10名程度 

（応募条件 高校生以上、中国語を初めて学ぶ人を対象に受講者を募集。） 

受 講 者 数 
10名 ＊応募者 11名 1名キャンセル 

受講者延べ数： 58名 

【講座内容】 

 

留学経験のある学生や中国からの留学生、中国語を学ぶ学生たちが講師役になり、発音の基

礎から簡単な会話が理解できるまでを学ぶ。 

 

【受講生からのコメント】 

 

・ コロナ禍でもあり、通常の授業もある中で講演の準備・シラバス作りさらに進行と大変だ

ったと思います。3 人の学生さんも留学生の方も、しっかり教えていこうとの思いがすごく

感じられました。いつも笑顔で、優しくそしてていねいに教えていただいたので素晴らしか

ったと思います。来年はいつものように対面での講座ができることを期待します。 

・ 受講する前に独学で勉強していたのですが、基本的な発音の仕方や表記の仕方などが詳し

く知れたので良かったです。 
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オンライン語学講座中国語初級チラシ 
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講 座 名 オンライン語学講座 韓国語初級 

実施期間等 

令和 2年 10月 12日 ～ 令和 2年 12月 21日 

＊ 毎週月曜日オンライン 18時 30分～19時 30分 

＊ 毎週金曜日オンデマンド配信 

全 10回 

会 場 宮崎公立大学より WEB会議システム Zoomを利用して配信 

講   師 宮崎公立大学 韓国文化研究部 (学内課外活動団体) 

受講者負担 受講料：無料 

募 集 定 員 
10名程度 

（応募条件 高校生以上、韓国語を初めて学ぶ人を対象に受講者を募集） 

受 講 者 数 

25名 ＊応募者全員受講 

受講者延べ数： 77名（月曜日のオンライン参加者） 

※金曜日のオンデマンド配信を見て、月曜日のオンライン質疑応答に参加

していない講座生が多くみられた。 

【講座内容】 

 

ハングルの発音基礎から始めて、簡単な日常会話までを学びます。 

※金曜日にオンデマンドで一部講座を配信し、翌週月曜日に質疑応答等をライブで行う。 

 

【受講生からのコメント】 

 

・ なかなか学校との時間との調整ができず、参加日数が少なくなってしまいましたが、韓国

の文化や食べ物、場所などメジャーなものからローカルなものまでを紹介してくださり、と

ても面白かったです。 

・ 毎回、分かりやすく丁寧に教えてくださりありがとうございました。動画での講座だった

ので、復習もできました。ただ、月曜の Zoom には残業に追われ、一回しか参加できなかった

のが悔やまれます。参加できた回は、韓国のカフェの紹介でした。コロナ禍を世界で乗り越

えられたら、韓国旅行を楽しみたいです。それまでに韓国語の勉強を続けます。 
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オンライン語学講座韓国語初級チラシ 
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令和 2(2020)年度  開 放 授 業 

講 座 名 担 当 講 師 概      要 期   間 

前  期 

開放授業 
 

新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、中止 
 

後  期 

開放授業 
 

新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、中止 
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令和 2(2020)年度 その他講座・講演 

講 座 名 担当講師 目      的 日    程 

英語教育 

フォーラム 2020 

 

教室の 

インタラクション 

准教授 

(現教授) 

松本 祐子 

宮崎公立大学は、開学当初から教

職課程をもち、これまでに 250 名を

こえる小学校・中学校・高等学校の

英語教員を4半世紀に渡り輩出して

きた。 

宮崎における知の拠点のひとつ

として地域に貢献すべく第三回の

英語教育フォーラムを開催する。 

今年度は「教室のインタラクショ

ン」をテーマに基調講演や現職教諭

（本学卒業生）の実践報告を通じて

課題を共有し、意見交換を行うこと

を目的とする。 

また、本フォーラムを機に英語教

育関係者のネットワークを広く構

築し今後の継続的な研究会や研修

につなげていくことも目指す。 

令和 2年 

12月 19日（土） 

13:00～17:40 
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宮崎公立大学英語教育フォーラム 2020 

講 演 名   教室のインタラクション 

実施期間・回数 令和 2年 12 月 21 日（土）13 時 00 分 ～ 17 時 40 分 全 1 回 

会  場 宮崎公立大学より WEB 会議システム Zoom を利用して配信 

 時間 内   容 

１ 13:00～13:15 開会行事  

２ 13:15～14:45 講演 

テーマ：「オーラルプレゼンテーション活動 

          ～発表にむけた足場づくり～」 

 

講 師：峰松 和子  

(跡見学園女子大学文学部人文学部 准教授) 

３ 15:00～16:20 フォーラム 

「教室のインタラクション(実践報告)」 

 

プ レ ゼ ン タ ー：加藤 耕平（愛媛県立宇和高等学校教諭) 

プ レ ゼ ン タ ー：門前 愛貴（出水市立高尾野中学校教諭） 

プ レ ゼ ン タ ー：徳留 慧太（高原町立高原小学校教諭） 

コーディネーター：松本 祐子（宮崎公立大学准教授・現教授） 

４ 16:30～17:30 

情報交換・ 

グループ 

討議 

グループに分かれ(ブレイクアウトルーム使用)オンライン上で

参加者による意⾒・情報交換、グループ討論 

５ 17:30～17:40 閉会行事  

受講者負担 受講料：無料  

募 集 対 象 宮崎県内外の教育関係者 

参 加 者 数 35 名 
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英語教育フォーラム 2020チラシ（1） 
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英語教育フォーラム 2020チラシ (2) 
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令和 2(2020)年度  公民館講座一覧 

 

NO. 講 座 名 担当講師 日程・講座会場 

1 現代小説を読む 
准教授 

楠田 剛士 

久峰中校区活動センター 

令和 2年 10月 17日 (土) 
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Ⅱ 研 究 事 業 
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令和 2(2020)年度 宮崎市学術研究振興助成事業 
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令和 2(2020)年度 宮崎市学術研究振興助成事業 

 

 

№ 職 氏 名 研     究     課     題 

1 
教授 

川瀬 隆千 

育児に関する相談行動の促進を目指した介入プログラムの開発 

〜育児における父親の役割と夫婦の関係性に着目した検討〜 
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Ⅰ 生 涯 教 育 事 業 

 

＊ オンライン公開講座 

＊ 自 主 講 座 

＊ オンライン語学講座 

＊ 開 放 授 業 

＊ その他講座・講演 

＊ 公 民 館 講 座 
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育児に関する相談行動の促進を目指した介入プログラムの開発 

〜育児における父親の役割と夫婦の関係性に着目した検討〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [研究代表者] 

                    川瀬 隆千（宮崎公立大学 教授） 

 

      [研究分担者] 

             野﨑 秀正（宮崎公立大学 准教授・現教授） 

             立元 真 （宮崎大学 教授） 

             後藤 大士（都城新生病院） 

             岩切 祥子（いわきりこころのクリニック） 

             坂邉 夕子（細見クリニック） 

             岡本 憲和 
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Ⅰ 研究の成果 

 

本研究は、家庭（特に夫婦関係）を子育てにおけるひとつのシステムとして考える

包括的なアプローチにより、子育てに悩む母親が相談機関を積極的に活用できるよう

になるための介入プログラムを開発し、その効果を検証することであった。本研究は

2年間での実施を想定しているが、このうち１年目の位置づけであった令和 2年度は、

介入プログラム開発のために必要な基礎データの収集を目的とした調査研究を行っ

た。 

宮崎市住民基本台帳から 4 歳以上の幼児がいる家庭 1000 世帯を多段抽出法により抽

出し、質問紙を送付した。その結果、508名の母親からの返送があり（返送率 50.8%）、

結果の信頼性を保証するには十分のサンプルを収集できた。母親の年齢は、30代65.5%、

40代 24.2%、20代 9.6%であり、職業は、専業主婦 18.3%、就業者 78.2%であった。こ

のうち、夫（子どもにとっての父親）のいる母親は 435名（全体の 85.6%）であった。

得られたデータに対して統計分析を行った結果、以下に示す結果等が明らかになった。

①夫（父親）の有無による母親の悩みの多さ・深刻さに有意差はないが、１人で子育

てをしている母親は、そうでない母親より悩みが多く、深刻であった。②母親は父親

より子どもの学習や就学準備の問題について悩み、父親は母親より子どもの身体の発

達の問題について悩む傾向にあった。③夫が子育ての悩みを深刻に捉えていると考え

る母親ほど相談意図が高かった。④夫婦関係が良好で、夫の育児関与度が高いと考え

る母親ほど公的機関への相談をポジティブに考える傾向が高く、ネガティブに考える

傾向が低かった。以上の結果は、育児の悩みに関する母親の公的機関への相談意図に、

夫（父親）の存在が影響を与えるという新しい知見を提供した。 

 

Ⅱ 研究成果の活用 

 

本研究の目的は、令和 3 年度に実施予定の相談促進のための介入プログラム

の開発と効果の検証に必要な基礎データの収集であったことから、本研究で得

られた結果を来年度開発予定のプログラムに組み込むことが可能となる。その

結果、令和 3 年度は、母親だけではなく父親（夫）も含む家庭内システムの改

善というアプローチから公的機関への相談を促進させることを意図した、より

効果の高いプログラムを開発できることが期待される。 

献するものであると言える。 
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令和 2(2020)年度 宮崎公立大学学術研究推進助成事業 
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令和 2(2020)年度 宮崎公立大学学術研究推進助成事業 

 

 

№ 職 氏 名 研     究     課     題 

1 
教授 

永松 敦 

東アジアの中秋節 

―景清の命日はなぜ十五夜なのか？！― 

2 

准教授 

(現教授) 

松本 祐子 

「教育フォーラム」の開催による宮崎公立大学を 

ハブとする教育ネットワークの構築 

3 
准教授 

川瀬 和也 

図書出版助成事業 

全体論と一元論 ― ヘーゲル哲学体系の核心 ― 
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東アジアの中秋節 

―景清の命日はなぜ十五夜なのか？！― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [研究代表者] 

                    永松 敦 （宮崎公立大学 教授） 

 

      [研究分担者] 

             項  青 （熊本県立大学 講師） 

             金 敬淑（熊本大学 講師） 
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Ⅰ 実施概要 

 

コロナ禍により、現地調査は実施できなかったが、急速に普及したオンライン会議

システムによって、日中韓の十五夜研究会、さらには、シンポジウムを開催すること

ができた。中国は中秋節。韓国は秋夕（チュソク）で、ともに、先祖祭祀のため故郷

に帰省中で現地からオンライン参加となった。本学と提携校の韓国蔚山大学校の学生

（本学への留学予定者）2 名（심정엽（沈 柾燁さん）、최은영（崔 恩瑛 チェウン

ヨンさん）が毎回、ゼミに参加。本学と蔚山大の学生同士は合同の研究発表となった。

さらには、シンポジウム当日は中国広西壮族自治区の 2 大学の教員ともつながり、

韓国 EBS（国立教育開発院）元制作局長 金 俊漢氏、民俗学ゼミの学生たちを加え

て研究会を実施した。さらには、大阪の在日コリアンの方の参加もあり、朝鮮半島各

地の十五夜の伝統行事を現在も受け継がれていることが確認できた。シンポジウムの

内容は、本学研究紀要 第 28巻第 1号に「コロナ禍における大学教育―遠隔授業とオ

ンライン・シンポジウム」と題して報告している。 

 

《パネリスト》 

項  青  (熊本県立大学講師 兼中国語通訳) 

秦  璞  (広西大学外国語学院 助教授) 

潘 艶賢 (広西民族大学東南アジア学院 助理研研究員) 

김준한 金 俊漢 （元韓国 EBS 制作局長） 

이신혜 李 信恵 （フリーライター在日朝鮮人 2・5 世） 

김경숙 金 敬淑 （熊本大学講師 韓国語通訳） 

심정엽 沈 柾燁 シム ジョンヨプ （蔚山大学校 卒業生） 

최은영 崔 恩瑛 チェ ウンヨン（蔚山大学校 学生） 

 

～宮崎公立大学民俗学ゼミ～ 

古澤 果林・櫻田 真由美・橋口 美空・佐藤 もも・田中 里沙・西 優里 

横山 未羽・王 安琪（留学生）・王 翔宇（留学生） 

 

永松 敦（司会） 

 

 

Ⅱ 本事業実施により得た成果・効果等 

 

今回のシンポジウムによって、日中韓はもとより、広く東南アジアの中秋節

にまで話題が広がった。聴講者は平均約 50 名。旧暦 8 月 15 日の十五夜・中秋

節・秋夕は同日同時刻に東アジアから東南アジアに共通する伝統行事である。

国際交流に貢献するとともに、在日コリアンの方の参加により日本国内におけ

る多文化共生にも少しではあるが関わることができた意義は大きい。国内外の

研究者や一般市民も多く参加された。もっとも有意義であったのはコロナ禍に
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よって留学の中止が余儀なくされたが、ほぼ半年間ズームよって、民俗学ゼミ

と韓国蔚山大学校の日本留学予定者との交流が図られたことである。教育的効

果は極めて高かったと言える。今後は、中国蘇州大学との連携も視野に入れて

活動を広げたいと考えている。なお、本題の「景清の命日はなぜ十五夜なのか？」

については、宮崎市地域のお宝発掘・発展・発信事業における「景清フェスタ」

が中止となったため関連付けることができなかったが、次年度以後は大宮地域

全体とかかわる事業として定着させていく予定である。 
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「教育フォーラム」の開催による宮崎公立大学を 

           ハブとする教育ネットワークの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [研究代表者] 

                    松本 祐子 （宮崎公立大学 准教授・現教授） 

 

      [研究分担者] 

             竹野  茂 （宮崎公立大学 教授） 

             野崎 秀正（宮崎公立大学 准教授・現教授） 

             寺町 晋哉（宮崎公立大学 准教授） 
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Ⅰ 実施概要 

 

本事業は、統一テーマを「教室のインタラクション」とし、3つの目的（①英語教

育に関して実践に基づく問題点や悩みを共有し、改善や解決を図ること、②英語授業

で効果的な活動やアイディアを共有すること、③情報交換を通して、教員間、卒業生

と在校生、および大学と地域のネットワークを広げ、相互の親睦を図ること）を掲げ

てオンライン形式で実施された（令和 2年 12月 19日）。 

まず基調講演として、跡見学園女子大学准教授の峰松和子先生から社会文化理論の概

要と効果的なプレゼンテーション指導の実践をお話いただいた。 

続く実践報告では、本学卒業生で現在教職についておられる加藤耕平先生、門前愛

貴先生、徳留慧太先生から、それぞれの教育現場において実践されている「インタラ

クション」を促進するための活動を発表していただいた。 

最後にグループに分かれて、テーマに関する意見交換やネットワーク作りを行い、

全体で話し合いの内容を共有した。 

 

 

Ⅱ 本事業実施により得た成果・効果等 

 

本事業により得られた成果は大きく三つ挙げられる。 

 第一に現在様々な分野で研究・応用がなされている社会文化理論の最新知見

を基調講演から学ぶことが出来た点である。新学習指導要領でも重要視されて

いる「主体的・対話的で深い学び」を実現するためにも、社会文化理論の基本

概念(Zone of Proximal Development, Guided participation, Scaffolding 等)

は多くの示唆を含んでいると思われる。 

 第二に実践報告を通じて、教室でのインタラクションを活性化させる様々な

試みを学ぶことが出来た点である。特に教職課程で学んでいる学部生にとって、

教科書では学び得ない、生き生きとした実践を本学卒業生から直接聞くという

貴重な機会となり、大きな刺激となったと考える。 

 第三に意見交換会を通じて、英語教育に関する意見や課題を共有することが

出来た点、更に所属校や学年を超えた横のつながりを作ることが出来た点であ

る。 

 

Ⅲ 問題点および今後の課題等 

今後の課題としては以下二点があげられる。 

 一つ目は、今回オンライン開催という形式が影響したためか、一般参加（地

域住民の方々）が少なかった。本学の地域貢献という観点からも、幅広い層か

らの参加が可能になるような開催方式やテーマ設定などを今後も考えていく必

要があると思われる。 

 上記に関連して二つ目は、開催時期についてである。12 月中旬というのは学

部生にとっても、現職の教諭にとってもスケジュール調整が難しい時期である。
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事実本学においても複数の行事が同日に行われていた。また一般参加を促すと

いう意味でも、他の開催時期を検討する可能性はあると思われる。 
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図 書 出 版 

 

全体論と一元論 

―ヘーゲル哲学体系の核心― 
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内容説明 

 

なぜ、いまヘーゲル哲学なのか。 

認識論と存在論はどのように関係するのか、哲学と科学はどのように関わるべきか、

心と身体はどのように関わるのか……。これらの現代哲学の諸問題についてヘーゲル

哲学は解決の糸口を与えてくれるかもしれない。 

 

 

著者による著作紹介 

 

 本書は、19 世紀はじめのドイツで活躍した哲学者ヘーゲル（1770-1831）の主著『大

論理学』（1812-16）の研究書です。ヘーゲルの主著としては 1807 年に書かれた『精

神現象学』の方が有名ですが、ヘーゲルが生涯で書いた本の中で最も分厚い本は、実

は本書で扱った『大論理学』です。『精神現象学』もとても難しい本ですが、ヘーゲル

はある個所で、『精神現象学』を『大論理学』の入門編と位置付けています。この意味

で『大論理学』はヘーゲル哲学の「本丸」と言えます。本書には「ヘーゲル哲学体系

の核心」という攻めた副題をつけていますが、これは『大論理学』という書物のこと

を指しています。 

 

本書を書くときに目指していたのは、「自分が大学 4 年生だったころに読みたかっ

た本」を書くことでした。専門家に向けて書いた研究書ですので、哲学に全く触れた

ことのない方がいきなり読むにはハードルが高い本にはなってしまいます。それでも、

なるべくわかりやすく、哲学科で一通りのことを学んだ学生が、ヘーゲルについて本

格的に学ぼうと思ったときに手に取ってもらえるような本にすることを目指しまし

た。 

 

哲学史研究には、大きく分けて二つの目標があります。ひとつは、過去の哲学者に

ついての歴史的な事実を明らかにすることです。発見された手書きのノートがヘーゲ

ルの自筆かどうかを調べるような文献学的な研究や、過去の複数の哲学者たちの間の

影響関係を明らかにするような研究は、この目標を特に重視した研究といえます。こ

れに対して、もう一つの目標は、時が隔たっているために一読しただけでは十分に理

解することが難しい、過去の哲学者の本に書かれた思考の内容を、なるべく正確に理

解することです。正確な理解のために有効な方法は、逆説的ですが、現代の哲学で議

論されていることと比較し、その文脈の中にヘーゲルの議論を置いてみることです。

たしかに一方でこうした研究には、慎重にやらなければ、本来なされていない現代的

な議論を過去のテクストに読み込むというアナクロニズム（時代錯誤）に陥る危険も

あります。しかし他方で、私たちがいま使っている言葉で過去の哲学者の思考を言い

換えられたときに、そのテクストを最も深く理解できたことになるというのも事実で
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す。実はヘーゲルという人は、哲学の研究者の間で、過去の哲学者の中でも特に難解

な文章を書く人として知られています。本書では、私自身が慣れ親しんでいる現代の

言葉で、ヘーゲルの言葉を必ずパラフレーズするよう心掛けました。その作業によっ

て、自分自身のヘーゲル理解が最も深まり、また、ヘーゲルの議論に現代の哲学者た

ちがアクセスしやすくなると信じているためです。 

本書の内容を少し詳しく紹介しましょう。本書は三つの部に分かれています。第１

部では、「人間は何をどのように知りうるか？」と問う認識論と「世界には何がどのよ

うに存在するのか？」と問う存在論のどちらがより基礎的な哲学研究なのか、という、

哲学においてしばしば問われてきた問いを扱っています。私の理解では、ヘーゲルの

答えは「どちらでもない」というものです。そもそも、認識論と存在論のどちらかが

他方を基礎づけることができる、と考えること自体が間違いのもとであり、そのよう

な企てはすべて失敗する、というのがヘーゲルの見立てです。私たちは基礎づけの誘

惑を断ち切って、バランスを取りながらやっていくしかない。このような立場を本書

では、「全体論」と呼んでいます。 

 

第 2部では、ヘーゲルが『大論理学』で科学について論じていた、ということを指

摘しています。ヘーゲルが活躍した時代である 19 世紀初頭の科学は現代から見ると

まだまだ間違いだらけのものでした。ヘーゲルも、現代から見ると間違っているとし

か言いようのない様々な科学理論を信奉していました。それにもかかわらず、ヘーゲ

ルは科学と哲学の関係について興味深い議論を提示しています。それは、かみ砕いて

いえば、科学と哲学は「持ちつ持たれつ」の関係である、ということです。このヘー

ゲルの視座は、200 年の時を経て科学が格段に進歩した現代の私たちにとっても示唆

的なものだと言えます。 

 

第 3部では、心と身体はどうかかわっているのか、という、哲学で「心身問題」と

して知られる問題を扱いました。『大論理学』では、心身問題は目的論的な関係として

考察されます。この関係は、カール・マルクスの『資本論』の中に、「労働過程論」と

して取り入れられたことでも知られています。マルクスのような解釈はヘーゲルの議

論の応用として示唆に富んでいます。本書ではしかし、ヘーゲルの本来の眼目は、労

働のような社会的・経済的な議論を展開することではなく、あくまでも理論哲学の問

題としての心身問題を扱うことにあった考えるべきだ、と論じました。さらに、この

観点から、ヘーゲルが「生命」の概念に心身問題を解決する力があるはずだという期

待を寄せていたことも明らかにしました。 

 

本書には、ヘーゲルの生まれ故郷のドイツだけでなく、アメリカやイギリスといっ

た英語圏で展開されてきた比較的新しいヘーゲル研究の潮流に光を当てているとい

う特徴もあります。本書を通じて、ヘーゲル哲学や、英語圏のヘーゲル研究の魅力を

感じていただければと思います。 
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Ⅲ 連 携 協 力 事 業 

84



 

85



宮崎市教育委員会との連携協力 

           

宮崎市教育委員会との令和2(2020)年度連携協力事業については、以下のとおりである。 

 

1 宮崎東中学校における英語学習アシスタント活動（長期：半年間） 

 

  教員を目指している4年生が、卒業後、不安なく教壇に立てるよう、英語学習アシスタント活動

を行う。昨年からの継続事業。 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

 

 

2 宮崎東中学校における英語学習アシスタント活動（長期：1年間） 

 

  教員を目指している3・4年生が、教育実習前の中学校での学校体験として、英語学習アシスタ

ント活動を行う。平成26(2014)年度からの継続事業。 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

 

 

3 大宮中学校における英語学習アシスタント活動（長期：半年間） 

 

  教員を目指している4年生が、卒業後、不安なく教壇に立てるよう、英語学習アシスタント活動

を行う。平成27(2015)年度からの継続事業。 

 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

 

 

4 大宮中学校における英語学習アシスタント活動（長期：1年間） 

 

  教員を目指している3・4年生が、教育実習前の中学校での学校体験として、英語学習アシスタ

ント活動を行う。平成29(2017)年度からの継続事業。 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 
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5 ひむかかるた競技大会 

 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

 

6 その他の活動 

 

宮崎西中学校における学校支援ボランティア 

 

① サマースクール支援（夏季休業中） 

   夏休み期間中のサマースクール（学習会）において、教職課程を履修している学生が中学生 

への学習支援を行う。 

 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

② 英語検定二次試験面接指導 

   英語検定を受験する生徒を対象にした二次試験（面接）の指導に、教職課程を履修している 

学生が面接官役になって指導を行う。 

 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

③ 英語学習アシスタント活動（長期：1年間） 

教員を目指している3・4年生が、教育実習前の中学校での学校体験として、平成30(2018)年

度から英語学習アシスタント活動を行う。 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

＜宮崎県教育委員会主催事業＞ 

  

スクールトライアル事業への参加（短期：3日間） 

 

  昨年度に引き続き、教員を目指す2年生に対して、教育実習とは別に、教員の業務に対する理解

や子どもとのコミュニケーションを図る機会を提供する。 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 
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宮崎銀行・宮崎太陽銀行との連携協力 

 

 

◎ 「インターンシップ論」の講義への講師派遣（宮崎銀行） 

本学の前期開講科目である「インターンシップ論」に講師として行員を派遣し、

企業概要やインターンシップのプログラムについて説明いただいている。 

    

    ※令和 2年度はコロナウイルス感染拡大の影響を受け、「インターンシップ論」  

     を後期に変更して開講。講師派遣については中止となった。 

 

◎ 令和 2(2020)年度業界研究セミナー講師派遣（宮崎銀行） 

   本学が実施した業界研究セミナーに、講師として行員を派遣いただいた。 

(1) 実 施 日 令和 3年 1月 12日（火） 

(2) 参 加 者 数 10名 

(3) 方   法 オンライン開催  

 

 

◎ 「キャリア設計Ⅱ」の講義での企業訪問受け入れ（宮崎銀行・宮崎太陽銀行） 

    本学の後期開講科目である「キャリア設計Ⅱ」で行う学生の企業・自治体イン

タビューに行員の方を派遣いただいた。 

（宮崎市地元とつながる人材育成支援事業/「宮崎×キャリア」の探求 2020） 

 

(1) 実 施 日 令和 2年 12月 1日（火）・12月 8日（火） 

(2) 参加学生数 宮崎銀行 24名・宮崎太陽銀行 21名 

 

 

◎ 令和 2(2020)年度インターンシップへの本学学生の参加（宮崎銀行） 

 

＊夏期インターンシップ（公募） 2名 

   （任意回答アンケートでの把握数のため、回答者数のみの数字） 
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宮崎商工会議所との連携協力 

 
 
 

1 日商簿記検定 
日商簿記検定(第 156 回検定)の試験会場として、学内施設の貸出を行った。 

 

・実施日：令和 2年 11月 15日（日） 

 

 

 

 

2 みやざき観光・文化検定 

   みやざき観光・文化検定の試験会場として、学内施設の貸出を行った。 

 

・実施日：令和 2年 12月 13日（日） 
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宮崎日日新聞社との連携協力 

 

 

本学では、学生が時事問題や地域の課題について関心を高めるため、新聞を活用した講義（※）を

設け、宮崎日日新聞社から、その講義に、記者などを講師として派遣していただいている。 

 

※令和 2(2020)年度後期「時事問題ガイド」（主に 1年生対象科目） 

   令和 2年 10月 2日（金）～令和 3年 1月 22日（金）全 15回の講義を実施 
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令和 2 年（2020 年） 10 月 6 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

新聞を読むこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

91



 

令和 2 年（2020 年） 10 月 13 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

SDGs と宮崎 
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令和 2 年（2020 年） 10 月 20 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

宮崎の強みと成長企業 
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令和 2 年（2020 年） 11 月 3 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

スポーツと地域 
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令和 2 年（2020 年） 11 月 10 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

外交官・根井三郎 
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令和 2 年（2020 年） 11 月 17 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

政治離れと若者 
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令和 2 年（2020 年） 11 月 24 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

就活と新聞 
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令和 2 年（2020 年） 12 月 1 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

コロナ報道 
 

  

98



 

令和 2 年（2020 年） 12 月 8 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

写真の役割と力 
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令和 2 年（2020 年） 12 月 15 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

アミュプラザ開業 
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令和 2 年（2020 年） 12 月 22 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

こども新聞の役割 
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令和 2 年（2020 年） 12 月 29 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

口蹄疫から 10 年 
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令和 3 年（2021 年） 1 月 12 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

政治と有権者 
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令和 3 年（2021 年） １月 24 日(日) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

外国人労働者はいま 
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令和 3 年（2021 年） 1 月 26 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 

 
宮日と考える宮崎の明日～宮崎公立大学時事問題講義 

デジタル時代の報道 
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宮崎公立大学交流センター・凌雲会館施設利用状況 

 
宮崎公立大学交流センターは、地域住民の生涯学習及び外国人留学生との国際交流の拠点を目

指して建設されたものです。 
交流センター内には、生涯学習や国際交流のための講演会等が開催できる多目的ホール、会議

室、和室、交流ラウンジがあり、蔚山大学校や蘇州大学からの短期留学生の受け入れ行事や日本

文化体験の場として使われるほか、一般市民向けの語学講座や学外団体による研修会など、学内

外者が利用できる施設として広く活用されています。 
一方、凌雲会館は、本学が開学 10 周年を迎えたことを記念し建設され、１階が学生支援センタ

ーと学生支援課、2 階が地域研究センターになっており、主として学生や課外活動団体、本学の教

職員及びそれらが関わる団体などが使用する施設です。 

１ 令和 2(2020)年度施設利用状況 
開館日（ 294 日）  

２ 施設別の利用状況 
施   設  名 利用件数 利用率  備          考 

交流センター 

多目的ホール 82 27.9%   

会議室 24  8.2%   

和室 95 32.3%   

凌 雲 会 館 

会議室ＡＢ  9  3.1%   

共同研究室 45 15.3%  行事日以外は学生に開放 

ＩＴ教育支援室 学生に開放 

３ 行事別の利用状況 

施   設  名 
学内行事 

＊１ 

講座等 

＊２ 

教員関連 

＊３ 

学外行事 

＊４ 

部活動 ・ 

学生使用 

交流センター 

多目的ホール 25.6% 11.0%  9.8% 11.0% 42.6% 

会議室 60.0% 16.0% - 16.0%  8.0% 

和室  6.3% － - - 93.7% 

凌 雲 会 館 

会議室ＡＢ 100% － - - - 

共同研究室 51.7% 17.2%  8.6% - 22.5% 

ＩＴ教育支援室  学生に開放 

＊１ 学内行事：短期留学生研修、大学訪問案内等  ＊２ 講 座 等：自主講座等 
＊３ 教員関連：授業等                          ＊４ 学外行事：他団体研修等 
※令和 2(2020)年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、凌雲会館をリモート授業

の受講会場及び就職活動(Web 面接)の為のスペースとして学生へ開放した。 
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令和 2(2020)年度 地域貢献部会 開催実績 

 開催日時 開催場所 主 な 議 題 

第 1回 
令和 2年 7月 16 日(木) 

10:30～12:00 

オンライン 

会議 

 

・令和 2年度自主講座について 

・第 3期中期計画(令和 2年度計画) 

について 

・小学校との連携事業(外国語による 

読み聞かせ)について 

 

第 2回 
令和 2年 8月 27 日(木) 

10:30～12:00 

オンライン 

会議 

 

・リカレント教育(新規予算要求) 

 について 

・小学校との連携事業について 

(外国語による読み聞かせ) 

・令和 2年度自主講座開催上の 

注意事項の確認及びオンライン 

開催について 

・オンライン語学講座(中国語初級 

韓国語初級)開催について 

 

第 3回 
令和 2年 10 月 5日(月) 

10:30～11:45 

オンライン 

会議 

 

・第 3期中期計画(令和 2年度進捗 

状況)について 

・オンライン語学講座(英語中級) 

 について 

 

第 4回 
令和 2年 11 月 27日(金) 

13:10～14:25 

オンライン 

会議 

 

・令和 3年度前期開放授業について 

・今後の施設貸出について 

・宮崎公立大学公開講座実施要綱の 

制定について 

 

第 5回 
令和 2年 12月 24日(木) 

10:30～12:10 

オンライン 

会議 

 

・小学生英語教室の開催について 

・街市実行委員会と連携した「寄付 

講座」の開設について 

・一般社団法人生命保険協会からの 

 「寄付講座」の申し出について 

・小学校での読み聞かせの実施に 

 ついて 

・「JAXA の方をお招きした講演会」 

の開催について 
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 開催日時 開催場所 主 な 議 題 

第 6回 
令和 3年 1月 15 日(金) 

10:30～12:00 

オンライン 

会議 

 

・令和 3年度自主講座について 

・第 3期中期計画令和 3年度計画(案) 

 について 

・宮崎公立大学における寄付講座の 

 取扱いについて 

・街市実行委員会と連携した「寄付 

講座」の開設について 

・一般社団法人生命保険協会からの 

「寄付講座」の申し出について 

・小学校での読み聞かせの実施に 

ついて 

・「JAXA の方をお招きした講演会」 

の開催について 

・「宮﨑公立大学公開講座等実施基準 

 (新型コロナウイルス感染症関連) 」 

 について 

 

第 7回 
令和 3年 2月 18 日(木) 

10:30～11:45 

オンライン 

会議 

 

・令和 3年度語学講座について 

・第 3期中期計画(案)フィードバック 

 について 

・第 3期中期計画令和 2年度実績に 

 ついて 

 

第 8回 
令和 3年 3月 2日(火) 

13:10～14:45 

オンライン 

会議 

 

・令和 3年度語学講座(韓国語) 

 について 

・街市実行委員会による寄付講座 

 について 

・令和 3年度定期公開講座について 
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Ⅴ 付  録 

112



 

113



新 聞 掲 載 記 事 一 覧 

 

 

 掲 載 日 掲 載 紙 見    出    し 

1 令和 2年 6 月 26 日 宮崎日日新聞 
公立大 2人「特別講師」 

コロナで韓国留学中断、帰国 

2 令和 2年 10 月 27日 宮崎日日新聞 念願の「九州初勝利」公立大 

3 令和 2年 12 月 22日 宮崎日日新聞 

西池小学校危険個所は？ 

公立大開発アプリ活用 

児童調査し防災マップ 

4 令和 2年 12 月 23日 宮崎日日新聞 
コロナ禍知恵絞り世代間交流 

リモートでサロン再開 
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令和 2 年（2020 年） 6 月 26 日(金) 

宮崎日日新聞社提供 
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令和 2 年（2020 年） 10 月 27 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 
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令和 2 年（2020 年） 12 月 22 日(火) 

宮崎日日新聞社提供 
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令和 2 年（2020 年） 12 月 23 日(水) 

宮崎日日新聞社提供 
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